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SPECIAL　PARTS　TECHNICAL　SERVICE　MANUAL

２.セット内容

１.適応車種及び諸元表

３.取付方法

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。
取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

1

2

3

4

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、マフラー側の排気バルブワイヤーを取り外して下さい。

排気バルブワイヤーが外されたままイグニッションONにすると、

エキゾーストバルブアクチュエーター(EXCVA)が空回りしてワイ

ヤーが絡まり、破損する恐れがあります。

手順５の作業を終えるまでは、絶対にイグニッションONにしな

いで下さい。

！注意
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GSX-R1000/GSX-R600 排気バタフライキャンセルセット

　３．ＧＳＸ－Ｒ １０００Ｌ２の場合は、車両のモーターユニ

　　　ットから排気バルブワイヤーを取り外して下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照） 

　　　ＧＳＸ－Ｒ １０００Ｌ７、ＧＳＸーＲ６００Ｌ３の場合

　　　は、サービスマニュアルを参照してモーターユニットを

　　　つなぐカプラーを外し、車両からモーターユニットを取

　　　り外してからモーターユニットから排気バルブワイヤー

　　　を取り外して下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

ＦＩＧ．１

ＦＩＧ．２

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．４

モータープーリーを留めるボルトを外す際は、必ずモータープ

ーリーが回らないように注意して下さい。モータープーリーが

回転してしまうと、最悪の場合モーターユニットを破損する恐

れがあります。

！注意

　５．②アルミカラー１２－ ２０－７ 、③ＳＵＳワッシャＭ１

　　　２、④ＳＵＳワッシャＭ５、ＳＴＤボルトを使用して、

　　　①排気バタフライキャンセルステーをモーターユニット

　　　に取り付け、規定トルクで締め付けて下さい。

　　　（ＦＩＧ．４，５，６参照）

ＦＩＧ．６ＦＩＧ．５

規定トルク：　５Ｎｍ！注意

※①排気バタフライキャンセルステーを留める際は、必ず①排

　気バタフライキャンセルステーが回らないように注意して下

　さい。①排気バタフライキャンセルステーが回転してしまう

　と、最悪の場合モーターユニットを破損する恐れがあります。

※取り付けの際は、①排気バタフライキャンセルステーの向き

　に注意して下さい。

！注意

モータープーリー

排気バルブワイヤー

プーリー取り付け位置

②アルミカラー

　12-20-7

①排気バタフライ

　キャンセルステー

③SUSワッシャM12

④SUSワッシャM5

STDボルト

車両後側から見た図
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　４．モーターユニットのモータープーリーが回らない様に注

　　　意しながらモータープーリーを留めるボルトを外し、モ

　　　ータープーリーをモーターユニットから取り外して下さ

　　　い。（ＦＩＧ．１参照）

R1000L2

R1000L2

R1000L7

　６．モーターユニットを外した場合はモーターユニットを車両に戻し、カプラーを繋いで下さい。

ＮＯ． 品名 数 品番

1 排気バタフライキャンセルステー 1 148-984-0021

2 アルミカラー　１２－ ２０－７ 1 860-012-2007

3 ＳＵＳワッシャＭ１２ 1 812-512-1815

4 ＳＵＳワッシャＭ５ 1 812-205-1512
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モーターユニット

取り付けの詳細はFIG.6 

を参照して下さい

モーターユニット

R1000L7

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

●保証について

※本製品はレース用パーツのため保証対象外商品です。

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

※純正部品の取り外し、取り付けは、メーカー発行のサービスマ

　ニュアルを参照して下さい。 

※外した純正部品は、大切に保管して下さい。

※本製品は純正ECUのまま排気バルブワイヤーを取り外す場合に必要となります。

※本製品はクローズドコース走行専用部品となっておりますので、一般公道での使用は絶対に行わな

　いで下さい。

※GSX-R1000L7ヨシムラレーシングサイクロンには付属されている為、別途購入の必要はありません。

！

R600L3カプラーを外す

２箇所のボルトを外し、

モーターユニットを外す

車名 SUZUKI GSX-R1000L2- / GSX-R600L3-

品番 194-519-0021

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内
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モーターユニットを外す

車名 SUZUKI GSX-R1000L2- / GSX-R600L3-

品番 194-519-0021

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内


